
平成１７年３月２８日

国立大学法人鹿児島大学次世代育成支援行動計画

職員が仕事と子育てを両立させることができ、職員全員が働きやすい環境を
つくることによって、全ての職員がその能力を十分に発揮できるようにするた
め、次のように行動計画を策定する。

１ 計画期間 平成１７年４月１日から平成１９年３月３１日までの２年間
２ 内 容

育児休業に関する目標
目標１ 計画期間内に育児休業の取得状況を、次の水準以上にする。

男性職員・・・・年に１人以上取得すること。
女性職員・・・・取得率を７０％以上とすること。

【対策】
・平成１７年７月 育児休業制度や両立支援のための学内制度を解説し

たマニュアルを作成し、学内掲示板（サイボーズ）に
掲載する。

・平成１８年度 男性職員、管理職を対象とした研修を計画し、育児
に関する法律や学内制度に加え、男性の育児参加の重
要性についての理解を深めるための研修を年１回実施
する。

働き方の見直しに関する目標
目標２ 毎週火曜日を定時消灯日、金曜日を早期退勤日として設定してい

るが、これを確実に実施できるよう周知を徹底する。

【対策】
・平成１７年度 学内広報誌を活用した周知・啓発の実施
・平成１７年度 全職員が見ることができる学内掲示板に、定時消灯

日、早期退勤日を掲載するとともに、定期的に、一斉
メールで周知する。

育児をしながら働き続けられる環境整備に関する目標
目標３ 子どもの看護休暇制度を取りやすくするなど、環境整備を行う。

【対策】
・平成１７年度 小学校就学の始期に達するまでの子どもを育てる労

働者の子どもが病気等の際に、その子どもの看護のた
めに１年について５日以上の休暇を取得できる制度を
導入する。

・平成１７年度 現在の保育所を継続して運営し、園児の増加を図る
、 。ため 保育所の案内について広報誌により周知を図る

・平成１８年度 使いやすい看護休暇制度にするために時間単位で取
得できるようにする。


